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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 装 構 造 を 形 成 す る 外 装 材 の 水 下 端 、 又 は 外 装 構 造 を 形 成 す る 複 数 の 外 装 材 の う ち の 最  
水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 の 水 下 端 、 の 更 に 水 下 側 に 延 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 棒 状 材 又 は パ イ  
プ 材 よ り な る 複 数 の 上 部 支 持 部 材 と 下 部 支 持 部 材 と こ れ ら の 両 支 持 部 材 を 連 結 す る 連 絡 支  
持 部 材 と か ら な る 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 で あ っ て 、
前 記 そ れ ぞ れ の 上 部 支 持 部 材 は 、 外 装 構 造 を 支 持 す る 部 材 を 水 下 側 へ 長 く 延 出 し た も の で  
あ っ て 、 そ の 上 面 に 流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 上 部 支 持 部 材 に 跨 る 軒 先 外 装 材 を  
沿 設 す る こ と が で き 、
前 記 下 部 支 持 部 材 は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 の 裏 面 側 に 配 さ れ 、
前 記 連 絡 支 持 部 材 は 、 そ の 上 端 が 前 記 上 部 支 持 部 材 と 直 交 状 に 連 結 さ れ る と 共 に そ の 下 端  
が 前 記 下 部 支 持 部 材 と 連 結 さ れ る も の で あ り 、
流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 上 部 支 持 部 材 は 、 前 記 軒 先 外 装 材 に て 連 結 さ れ 、 前 記  
上 部 支 持 部 材 の 延 出 端 と 前 記 下 部 支 持 部 材 の 軒 先 端 と が 締 着 部 材 に て 連 結 さ れ 、 こ れ ら の  
両 支 持 部 材 が 前 記 連 絡 支 持 部 材 の 上 下 端 と 締 着 部 材 に て 一 体 的 に 連 結 さ れ る こ と で 軒 先 下  
地 が 構 築 さ れ る と 共 に 、 前 記 上 部 支 持 部 材 、 前 記 下 部 支 持 部 材 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 の 少 な  
く と も 一 つ が 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 下 部 支 持 部 材 は 、 前 記 躯 体 に 連 結 さ れ る 補 助 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 。

請求項の数　2　（全15頁）
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 安 定 で 強 固 な 軒 先 下 地 を 施 工 で き 、 け ら ば 等 の 端 部 を 含 む 軒 先 に お け る 意 匠  
性 及 び 汎 用 性 を 向 上 し 、 更 に 施 工 作 業 を 迅 速 に 容 易 く 行 な え 、 し か も 軒 天 井 等 の 化 粧 ま で  
仕 上 げ る こ と が 可 能 な 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 築 物 の 軒 先 は 、 躯 体 や 下 地 材 等 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ 、 そ の 施 工 方 法 及 び 構 造 と し て  
は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る よ う に 、 屋 根 の 下 地 材 等 を 覆 う 部 材 （ 唐 草 と 称 さ れ る ） を 用  
い る も の や 、 さ ら に 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 軒 先 唐 草 の よ う に 、 幕 板 、 水 切 り 等 の 別 部 材 を 組  
み 付 け る も の 等 が 存 在 す る 。
　 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 唐 草 は 、 横 葺 屋 根 板 の 成 形 部 等 と 係 合 す る 係 合 部 と 建 築 物 の 軒  
先 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 建 築 物 の 軒 先 を 覆 う 垂 下 部 を 主 構 成 と し て い る 。 さ ら に 詳 細  
に は 、 固 定 部 は 、 躯 体 あ る い は 下 地 材 に ビ ス 止 め す る フ ラ ッ ト 状 や Ｌ 字 状 、 あ る い は 下 地  
材 に 嵌 め る 略 コ 字 状 等 で 構 成 さ れ 、 垂 下 部 は 躯 体 の 形 状 に 沿 う 階 段 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 一 方 、 前 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 唐 草 で は 、 水 切 り や 幕 板 を ビ ス 等 の 固 着 具 で 固 定 し た も  
の が 提 案 さ れ て い る 。 さ ら に 、 化 粧 を 目 的 と し て 、 壁 か ら 支 持 材 を 持 ち 出 し 、 軒 天 井 等 を  
設 け る こ と も 行 わ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 平 ５ － １ ５ ６ ７ ６ ６ 号 公 報
特 開 平 ７ － ３ １ ７ ２ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 唐 草 は 、 躯 体 の 形 状 に 沿 わ せ る た め 、 外 観 意 匠  
が 「 階 段 状 」 に な ら ざ る を 得 ず 、 意 匠 性 に 乏 し い も の で あ っ た 。
　 一 方 、 前 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 唐 草 は 、 部 品 点 数 の 増 加 が 避 け ら れ ず 、 施 工 に 手 間 が か  
か る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 壁 か ら 支 持 材 等 を 持 ち 出 す た め 、 屋 根 工 事 と は 別 に 行 な  
わ な け れ ば な ら な い と い う 問 題 も あ っ た 。
　 そ し て 、 か か る 特 許 文 献 １ 、 ２ に 共 通 し て い え る こ と と し て 、 軒 先 に お け る 意 匠 性 お よ  
び 汎 用 性 の 向 上 に つ い て 未 だ 不 十 分 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 安 定 で 強 固 な 軒 先 下 地 を 施 工 で き 、 け ら ば 等 の 端 部 を 含 む 軒 先 に お  
け る 意 匠 性 及 び 汎 用 性 を 向 上 し 、 更 に 施 工 作 業 を 迅 速 に 容 易 く 行 な え 、 し か も 軒 天 井 等 の  
化 粧 ま で 仕 上 げ る こ と が 可 能 な 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み 提 案 さ れ た も の で あ り 、 外 装 構 造 を 形 成 す る 外 装 材 の 水 下 端 、 又  
は 外 装 構 造 を 形 成 す る 複 数 の 外 装 材 の う ち の 最 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 の 水 下 端 、 の 更 に  
水 下 側 に 延 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 棒 状 材 又 は パ イ プ 材 よ り な る 複 数 の 上 部 支 持 部 材 と 下 部 支  
持 部 材 と こ れ ら の 両 支 持 部 材 を 連 結 す る 連 絡 支 持 部 材 と か ら な る 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 で  
あ っ て 、 前 記 そ れ ぞ れ の 上 部 支 持 部 材 は 、 外 装 構 造 を 支 持 す る 部 材 を 水 下 側 へ 長 く 延 出 し  
た も の で あ っ て 、 そ の 上 面 に 流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 上 部 支 持 部 材 に 跨 る 軒 先  
外 装 材 を 沿 設 で き 、 前 記 下 部 支 持 部 材 は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 の 裏 面 側 に 配 さ れ 、 前 記 連 絡  
支 持 部 材 は 、 そ の 上 端 が 前 記 上 部 支 持 部 材 と 直 交 状 に 連 結 さ れ る と 共 に そ の 下 端 が 前 記 下  
部 支 持 部 材 と 連 結 さ れ る も の で あ り 、 流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 上 部 支 持 部  
材 は 、 前 記 軒 先 外 装 材 に て 連 結 さ れ 、 前 記 上 部 支 持 部 材 の 延 出 端 と 前 記 下 部 支 持 部 材 の 軒  
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先 端 と が 締 着 部 材 に て 連 結 さ れ 、 こ れ ら の 両 支 持 部 材 が 前 記 連 絡 支 持 部 材 の 上 下 端 と 締 着  
部 材 に て 一 体 的 に 連 結 さ れ る こ と で 軒 先 下 地 が 構 築 さ れ る と 共 に 、 前 記 上 部 支 持 部 材 、 前  
記 下 部 支 持 部 材 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 の 少 な く と も 一 つ が 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
　 な お 、 軒 先 外 装 材 と は 、 外 装 構 造 を 構 成 す る 最 も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 の 更 に 水 下 側  
に 配 設 さ れ る 外 装 材 を 指 す も の で あ っ て 、 「 最 も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 」 と は 、 流 れ 方  
向 に 複 数 の 外 装 材 を 配 設 す る 横 葺 き や 瓦 等 を イ メ ー ジ し 易 い が 、 流 れ 方 向 に 連 続 す る 縦 葺  
き 外 装 材 で も よ く 、 そ の 場 合 に は 該 縦 葺 き 外 装 材 の 水 下 端 よ り も 更 に 水 下 側 に 軒 先 外 装 材  
を 配 設 さ れ る こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 軒 先 下 地 構 造 に お い て 、 下 部 支 持 部 材 は 、 躯 体 に 連 結 さ れ る 補 助  
部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 を も 提 案 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 は 、 種 々 の 外 装 構 造 の 水 下 側 に 延 設 さ れ 、 そ の 上 面 に 軒  
先 外 装 材 を 沿 設 す る 複 数 の 上 部 支 持 部 材 と そ の 裏 面 側 に 配 す る 下 部 支 持 部 材 と こ れ ら を 連  
結 す る 連 絡 支 持 部 材 と の ３ つ の 棒 状 材 又 は パ イ プ 材 よ り な る 支 持 部 材 を ボ ル ト 等 の 締 着 部  
材 に て 一 体 的 に 連 結 し た も の で あ る か ら 、 後 述 す る 図 示 実 施 例 に 示 す よ う に 通 常 の 一 般 屋  
根 に 比 べ て 先 端 が シ ャ ー プ な 先 鋭 な 印 象 を 受 け る 屋 根 を 容 易 に 施 工 す る こ と が で き る 。 即  
ち 図 示 実 施 例 は 、 各 支 持 部 材 と し て コ 字 状 や ハ ッ ト 状 の 棒 状 材 又 は パ イ プ 材 を 用 い て い る  
か ら 、 上 部 支 持 部 材 も 下 部 支 持 部 材 も 軒 先 側 へ 長 く 延 在 さ せ る こ と が で き 、 両 支 持 部 材 を  
連 結 し た 軒 先 端 を 鋭 角 状 に 連 結 す る こ と が で き 、 先 鋭 な 軒 先 構 造 を 施 工 す る こ と も 可 能 で  
あ る 。 ま た 、 ３ つ 支 持 部 材 の う ち の 少 な く と も 一 つ が 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 外  
装 構 造 の 水 下 側 に 容 易 に 且 つ 強 固 に 一 体 化 さ せ た 構 造 で あ る 。 し か も 流 れ 方 向 に 直 交 す る  
方 向 に 隣 り 合 う 上 部 支 持 部 材 は 、 流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 上 部 支 持 部 材 に 跨 っ  
て 配 設 さ れ る 前 記 軒 先 外 装 材 に て 連 結 さ れ る の で 、 上 部 支 持 部 材 と そ の 裏 面 側 の 下 部 支 持  
部 材 と 両 支 持 部 材 を 連 結 す る 連 絡 支 持 部 材 と が 一 体 的 に 連 結 さ れ る 構 成 と 相 俟 っ て 、 屋 根  
面 全 体 に 及 ぶ 安 定 な 軒 先 下 地 構 造 を 一 体 的 に 構 築 で き る 。 そ し て 、 こ の 軒 先 下 地 構 造 の 上  
面 に 固 定 さ れ る 軒 先 外 装 材 な ど に て 形 成 さ れ る 軒 先 外 装 構 造 は 、 通 常 の 一 般 屋 根 に 比 べ て  
先 端 が シ ャ ー プ な 先 鋭 な 印 象 を 受 け る 屋 根 を 施 工 し 易 く 、 該 軒 先 に よ り 所 定 領 域 の 雨 避 け  
や 日 光 避 け の 庇 （ ひ さ し ） と し て 有 効 利 用 す る 空 間 を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に  
、 例 え ば 上 方 か ら 雨 水 や 風 が 吹 き 付 け ら れ る 等 の 正 荷 重 が 作 用 し て も 、 例 え ば 下 方 か ら 吹  
き 上 げ 風 が 吹 き 付 け ら れ る 等 の 負 荷 重 が 作 用 す る こ と が あ っ て も 、 堅 牢 で 強 固 な 軒 先 構 造  
を 維 持 で き る 下 地 構 造 と な る 。
　 こ の よ う に 本 発 明 で は 、 取 付 施 工 が 容 易 で あ っ て 、 意 匠 性 に 富 ん だ 、 デ ザ イ ン 性 に 優 れ  
た 軒 先 構 造 と す る た め の 下 地 構 造 と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 下 部 支 持 部 材 が 、 躯 体 に 連 結 さ れ る 補 助 部 材 が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 容 易 に  
躯 体 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 よ り 強 度 で 安 定 な 軒 先 下 地 構 造 を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 を 示 す 側 断 面 図 、 （ ｂ ） そ の  
正 断 面 図 、 （ ｃ ） 用 い た 上 部 支 持 部 材 と 下 部 支 持 部 材 と 軒 先 支 持 部 材 と 躯 体 の 一 部 の み を  
示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 第 ２ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 を 示 す 側 断 面 図 、 （ ｂ ） 用 い た 軒 先 外 装 材 を 示  
す 拡 大 側 面 図 、 （ ｃ ） 用 い た 軒 天 部 材 を 示 す 拡 大 側 面 図 、 （ ｄ ） 用 い た 取 付 補 助 材 を 示 す  
拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 第 ２ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 を 用 い た 軒 先 構 造 の 他 の 例 を 示 す 側 断 面 図 、 （  
ｂ ） 用 い た 軒 天 部 材 を 分 解 し て 示 す 拡 大 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） 第 ３ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 を 示 す 側 断 面 図 、 （ ｂ ） 参 考 例 の 軒 先 下 地 構 造  
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を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ４ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 参 考 例 の 軒 先 下 地 構 造 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ 参 考 例 の 軒 先 下 地 構 造 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 は 、 種 々 の 外 装 構 造 の 水 下 端 の 更 に 水 下 側 に 延 設 さ れ 、  
そ れ ぞ れ が 棒 状 材 又 は パ イ プ 材 よ り な る 複 数 の 上 部 支 持 部 材 と 下 部 支 持 部 材 と こ れ ら の 両  
支 持 部 材 を 連 結 す る 連 絡 支 持 部 材 と か ら な る 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 で あ っ て 、 前 記 そ れ ぞ  
れ の 上 部 支 持 部 材 は 、 外 装 構 造 を 支 持 す る 部 材 を 水 下 側 へ 長 く 延 出 し た も の で あ っ て 、 そ  
の 上 面 に 流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 上 部 支 持 部 材 に 跨 る 軒 先 外 装 材 を 沿 設 で き 、  
前 記 下 部 支 持 部 材 は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 の 裏 面 側 に 配 さ れ 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 は 、 そ の 上  
端 が 前 記 上 部 支 持 部 材 と 直 交 状 に 連 結 さ れ る と 共 に そ の 下 端 が 前 記 下 部 支 持 部 材 と 連 結 さ  
れ る も の で あ り 、 流 れ 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 上 部 支 持 部 材 は 、 前 記 軒 先 外 装  
材 に て 連 結 さ れ 、 前 記 上 部 支 持 部 材 は 、 そ の 上 面 に 少 な く と も 軒 先 外 装 材 を 沿 設 す る こ と  
が で き 、 前 記 上 部 支 持 部 材 の 延 出 端 と 前 記 下 部 支 持 部 材 の 軒 先 端 と が 締 着 部 材 に て 連 結 さ  
れ 、 こ れ ら の 両 支 持 部 材 が 前 記 連 絡 支 持 部 材 の 上 下 端 と 締 着 部 材 に て 一 体 的 に 連 結 さ れ る  
こ と で 軒 先 下 地 が 構 築 さ れ る と 共 に 、 前 記 上 部 支 持 部 材 、 前 記 下 部 支 持 部 材 、 前 記 連 絡 支  
持 部 材 の 少 な く と も 一 つ が 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 軒 先 下 地 構 造 は 、 前 述 の よ う に 種 々 の 外 装 構 造 の 水 下 側 に 延 設 さ れ る 、 ３ つ の  
支 持 部 材 で あ る （ Ａ ） 上 部 支 持 部 材 、 （ Ｂ ） 下 部 支 持 部 材 、 （ Ｃ ） 連 絡 支 持 部 材 と を ボ ル  
ト 等 の 締 着 部 材 に て 一 体 的 に 連 結 し て な る も の で あ っ て 、 こ れ ら の ３ つ の 支 持 部 材 の 少 な  
く と も 一 つ が 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お け る 外 装 構 造 は 、 縦 葺 き 、 横 葺 き 、 瓦 等 い か な る も の で あ っ て も よ く 、 そ れ  
を 取 り 付 け る 下 地 や 該 下 地 へ 取 り 付 け る た め の 部 材 や 構 造 に つ い て も 何 等 限 定 す る も の で  
は な い 。 こ こ で 、 前 述 の よ う に 上 部 支 持 部 材 の 上 面 に 沿 設 す る 軒 先 外 装 材 と は 、 外 装 構 造  
を 構 成 す る 最 も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 の 更 に 水 下 側 に 配 設 さ れ る 外 装 材 を 指 す が 、 「 最  
も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 」 と は 、 流 れ 方 向 に 複 数 の 外 装 材 を 配 設 す る 横 葺 き や 瓦 等 を イ  
メ ー ジ し 易 い が 、 流 れ 方 向 に 連 続 す る 縦 葺 き 外 装 材 で も よ く 、 そ の 場 合 に は 該 縦 葺 き 外 装  
材 の 水 下 端 よ り も 更 に 水 下 側 に 軒 先 外 装 材 を 配 設 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 外 装 材 を 例 え ば 前 記 下 地 や 該 下 地 へ 取 り 付 け る た め の 構 造 等 と し て は 、 木 材 製 の  
躯 体 、 鉄 骨 製 の 躯 体 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 躯 体 な ど の 各 種 材 料 で 構 築 さ れ る 躯 体 、 躯 体 上 に  
配 さ れ た 垂 木 等 の 支 持 部 材 又 は 野 地 材 等 の 下 地 材 等 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 外 装 材 の う ち 、 外 装 構 造 を 構 成 す る 最 も 水 下 側 （ 軒 側 ） に 位 置 す る 外 装 材 の 更 に 水  
下 側 に 配 設 す る 軒 先 外 装 材 は 、 そ れ ら の 外 装 材 の 外 観 形 状 や そ れ ら に よ っ て 構 築 さ れ る 外  
装 構 造 の 外 観 形 状 に 応 じ た 形 状 で も よ い し 、 そ れ ら の 形 状 と 全 く 異 な る 形 状 で も よ く 、 形  
状 選 択 の 自 由 度 は 極 め て 大 き い 。
　 例 え ば 外 装 材 が 水 上 側 か ら 水 下 側 に 向 か っ て 一 定 勾 配 （ 角 度 ） で 傾 斜 し て い る 構 造 は 一  
般 的 で あ っ て 、 広 く 知 ら れ て い る か ら 、 最 も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 の 更 に 水 下 側 に 配 す  
る 軒 先 外 装 材 に て 形 成 さ れ る 軒 先 部 分 は 、 一 般 屋 根 に 比 べ て 先 端 が シ ャ ー プ な 先 鋭 な 印 象  
を 受 け る 屋 根 と な り や す い 。 更 に 、 こ の よ う な 軒 先 部 分 に よ り 、 所 定 領 域 の 雨 避 け や 日 光  
避 け の 庇 （ ひ さ し ） と し て 有 効 利 用 す る 空 間 を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 一 般 の 外 装 材 の 傾 斜 勾 配 と 敢 え て 相 違 す る よ う に 例 え ば 異 な る 傾 斜 面 の 面 板 部 、  
或 い は 湾 曲 し た 面 板 部 を 有 す る よ う に 形 成 し て も よ く 、 こ の 場 合 の 軒 先 外 装 材 は 、 軒 端 が  
跳 ね 上 が っ た よ う な 印 象 を 与 え る 屋 根 と す る こ と も で き る し 、 逆 に 軒 端 が 深 く 垂 れ 下 が っ  
た よ う な 印 象 を 与 え る 屋 根 と す る こ と も で き 、 意 匠 性 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 こ の 軒 先 外 装 材 は 、 詳 細 を 後 述 す る （ Ａ ） 上 部 支 持 部 材 の 上 面 に 沿 設 さ れ る も の で あ っ  
て 、 ど の よ う な 形 状 構 成 で も よ い こ と を 既 に 説 明 し た が 、 後 述 す る 取 付 補 助 材 と 一 体 化 す  
る た め の 係 合 部 を 有 す る も の で あ る 。 最 も こ の 係 合 部 と し て は 、 取 付 補 助 材 に 取 り 付 け ら  
れ る 構 成 で あ れ ば 、 特 に そ の 構 成 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 軒 先 下 地 構 造 を 構 成 す る ３ つ の 支 持 部 材 で あ る （ Ａ ） 上 部 支 持 部 材 、 （ Ｂ ） 下  
部 支 持 部 材 、 （ Ｃ ） 連 絡 支 持 部 材 を 以 下 に 説 明 す る が 、 こ れ ら の 支 持 部 材 は 、 そ れ ぞ れ が  
ボ ル ト と の 締 着 部 材 に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
　 ま た 、 各 支 持 部 材 は 、 断 面 形 状 が ハ ッ ト 状 、 角 型 、 管 状 、 Ｚ 状 、 Ｌ 状 、 コ 字 状 等 の 慣 用  
的 に 用 い ら れ て い る 棒 状 材 又 は パ イ プ 材 で あ り 、 全 て を 同 一 形 状 で 形 成 す る 必 要 は な い 。  
例 え ば コ 字 状 （ 或 い は ハ ッ ト 状 ） 棒 状 材 と 角 型 パ イ プ 材 と を 、 コ 字 状 棒 状 材 の 内 部 に 角 型  
パ イ プ 材 が 内 包 さ れ る よ う に 組 み 付 け る こ と に よ り 、 締 着 時 の 作 業 性 が 容 易 と な り 、 締 着  
後 に 高 い 取 付 強 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ Ａ ） 上 部 支 持 部 材
　 本 発 明 に お け る 上 部 支 持 部 材 は 、 外 装 構 造 か ら 水 下 側 へ 延 設 さ れ 、 そ の 上 面 に 前 記 軒 先  
外 装 材 を 沿 設 す る も の で あ り 、 外 装 構 造 を 支 持 す る 部 材 を 水 下 側 へ 長 く 延 出 し た も の で も  
よ い （ 即 ち 外 装 構 造 の 支 持 部 材 を 兼 ね る ） し 、 別 途 新 た に 設 け た も の で あ っ て も よ い （ 即  
ち 外 装 構 造 の 支 持 部 材 に 新 た な 支 持 部 材 を 接 続 す る ） 。 後 者 の 態 様 で は 、 後 述 す る 図 示 実  
施 例 の よ う に 、 断 面 形 状 が ハ ッ ト 状 の 棒 状 材 で あ る 外 装 構 造 の 支 持 部 材 に 角 型 パ イ プ 材 で  
あ る こ の 上 部 支 持 部 材 を 内 包 状 に 組 み 付 け て 締 着 し て 接 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ Ｂ ） 下 部 支 持 部 材
　 本 発 明 に お け る 下 部 支 持 部 材 は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 の 裏 面 側 に 配 す る も の で あ っ て 、 後  
述 す る 図 示 実 施 例 の よ う に 、 軒 天 部 材 （ 軒 先 天 井 材 ） を 支 持 す る 部 材 を 兼 ね る 部 材 で も よ  
い 。 こ の 下 部 支 持 部 材 は 、 略 水 平 状 に 配 さ れ る も の で も 、 傾 斜 状 に 配 さ れ る も の で あ っ て  
も よ い 。
　 ま た 、 前 述 の よ う に こ の 下 部 支 持 部 材 に 限 ら ず 、 何 れ か の 支 持 部 材 の 少 な く と も 一 つ が  
躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ の 下 部 支 持 部 材 に 躯 体 に 連 絡 す る 補 助 部 材 を 設 け て 取 り  
付 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 補 助 部 材 と し て は 、 一 端 が 下 部 支 持 部 材 と 直 接 或 い は 別 部 材 を 介 し て 連 結 さ れ 、 他  
端 が 躯 体 （ 壁 部 ） に 取 り 付 け ら れ る も の と な る 。
　 こ の 補 助 部 材 は 、 直 線 状 で あ っ て も 湾 曲 状 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 補 助 部 材 は 、 全 て の 下 部 支 持 部 材 に 設 け る も の で も 、 一 定 間 隔 （ 例 え ば 一 本 お き  
） で 設 け る も の で あ っ て も よ い 。
　 な お 、 こ の よ う な 補 助 部 材 を 設 け る 場 合 に は 、 軒 天 部 材 は 下 部 支 持 部 材 に 取 り 付 け る も  
の で も 、 こ の 補 助 部 材 に 取 り 付 け る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ Ｃ ） 連 絡 支 持 部 材
　 本 発 明 に お け る 連 絡 支 持 部 材 は 、 前 記 （ Ａ ） 上 部 支 持 部 材 と 前 記 （ Ｂ ） 下 部 支 持 部 材 と  
を 接 続 （ 連 絡 ） す る も の で あ っ て 、 略 鉛 直 状 に 配 さ れ る も の で あ っ て も 、 傾 斜 状 に 配 さ れ  
る も の で あ っ て も よ い 。 こ の 連 絡 支 持 部 材 は 、 単 一 部 材 で あ っ て も よ い し 、 例 え ば 長 さ 調  
整 を 可 能 と す る 複 数 部 材 を 組 み 合 わ せ て 連 絡 支 持 部 材 と し て も よ い 。 ま た 、 こ の 連 絡 支 持  
部 材 は 、 前 記 （ Ａ ） 上 部 支 持 部 材 と 前 記 （ Ｂ ） 下 部 支 持 部 材 と の 端 部 同 士 を 連 結 す る も の  
に 限 定 さ れ ず 、 何 れ か 一 方 又 は 両 方 の 長 さ の 途 中 部 分 を 連 結 す る も の で あ っ て も よ い 。 そ  
の た め 、 こ の 連 絡 支 持 部 材 は 、 複 数 設 け て も よ く 、 そ の 場 合 、 連 結 箇 所 が 増 加 し て 一 体 化  
強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 で は 、 必 ず し も 必 須 の 構 成 で は な い が 、 前 記 説 明 中 で 触 れ た 軒 天 部 材 に つ  
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い て 以 下 に 簡 単 に 説 明 す る 。
　 軒 天 部 材 は 、 前 記 軒 先 外 装 材 の 裏 面 と 軒 先 裏 面 と の う ち 何 れ か 一 方 又 は 両 方 を 被 覆 す る  
部 材 で あ り 、 前 記 軒 先 外 装 材 と 同 様 に 特 に そ の 形 状 構 成 を 限 定 す る も の で は な い が 、 裏 面  
側 の 最 も 水 下 側 の 化 粧 材 を 指 す 。 そ れ に 対 し 、 前 記 軒 先 外 装 材 は 、 表 面 側 の 最 も 水 下 側 の  
化 粧 材 （ 兼 外 装 材 ） と い う こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 軒 先 外 装 材 と 同 様 に 前 記 取 付 補 助 材  
へ 取 り 付 け る た め の 構 成 （ 係 合 受 部 ） を 有 す る 。
　 一 般 的 に 広 義 の 軒 天 部 材 と は 、 軒 先 裏 面 を 化 粧 す る 化 粧 材 の 全 て を 指 す も の で あ る 。 即  
ち 本 発 明 に お け る 軒 天 部 材 は 、 単 一 部 材 で あ っ て も 、 複 数 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ る も の で  
も よ く 、 最 も 先 端 （ 外 側 ） の 化 粧 材 が 、 軒 先 外 装 材 と 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て い れ ば よ い  
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に お け る 各 支 持 部 材 を 連 結 す る た め の 締 着 部 材 は 、 ボ ル ト 等 が 一 般 的 で  
あ る が 、 特 に そ の 具 体 的 な 構 成 を 限 定 す る も の で は な い 。 一 般 的 に こ の 締 着 部 材 を 用 い て  
軒 先 下 地 構 造 を 構 成 す る 各 支 持 部 材 を 取 り 付 け る 場 合 に は 、 外 装 構 造 の 更 に 水 下 側 に 構 築  
さ れ る も の で あ る か ら 、 雨 仕 舞 い の 懸 念 は 必 要 な く 、 例 え ば 係 止 等 に よ り 取 付 （ 一 体 化 ）  
に 比 べ て 高 い 強 度 で 一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 軒 先 外 装 材 は 、 最 も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材 や そ れ ら が 構 築 す る 外 装 構 造 に  
少 な く と も 一 部 が 取 付 ら れ て い る こ と が 望 ま し く 、 前 記 軒 天 部 材 は 、 前 記 外 装 材 が 構 築 す  
る 外 装 構 造 の 裏 面 側 に 、 少 な く と も 一 部 が 取 付 ら れ て い る こ と が 望 ま し い 。
　 こ の よ う に 前 記 軒 先 外 装 材 も 前 記 軒 天 部 材 も 、 軒 先 外 装 材 以 外 の 外 装 材 が 構 築 す る 外 装  
構 造 に 少 な く と も そ の 一 部 が 取 付 さ れ て い る こ と が 望 ま し い が 、 こ の 場 合 の 取 付 と は 、 他  
の 部 材 を 介 し て の 取 付 で も よ く 、 そ れ 自 体 は 一 体 的 で あ る 必 要 は な く 、 例 え ば 係 止 や 重 合  
な ど を も 含 む も の で あ る 。 軒 先 外 装 材 と 軒 天 部 材 を 直 接 的 に 取 付 す る こ と に よ り 、 両 部 材  
が 高 い 強 度 の 連 結 状 態 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 軒 先 外 装 材 と 前 記 軒 天 部 材 と は 、 流 れ 方 向 に 交 わ る 方 向 に 介 在 し て 上 部 支 持  
部 材 の 水 下 端 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 補 助 材 を 介 し て 取 付 し て い て も よ い が 、 こ の 態 様 に お  
け る 取 付 補 助 材 は 、 桁 行 き 方 向 に 連 続 す る プ レ ー ト 状 で あ っ て も 、 部 分 的 に 介 在 さ せ る も  
の で あ っ て も よ い 。 部 分 的 に 介 在 さ せ る 場 合 に は 、 躯 体 か ら 延 出 状 に 設 け て も よ い 。 そ し  
て 、 こ の 取 付 補 助 材 を 用 い る 態 様 に お い て 、 軒 先 外 装 材 及 び 軒 天 部 材 を 安 定 的 に 保 持 （ 意  
匠 性 を も 含 め て ） す る た め に は 、 連 続 す る 取 付 補 助 材 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
　 そ し て 、 こ の 取 付 補 助 材 は 、 軒 先 外 装 材 の 係 合 部 と 軒 天 部 材 の 係 合 受 部 と の 重 合 部 分 に  
介 在 す れ ば よ く 、 重 合 部 分 の み に 介 在 す る も の で あ っ て も 、 躯 体 側 か ら 持 ち 出 し た 部 材 に  
固 定 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 前 記 軒 先 外 装 材 と 前 記 軒 天 部 材 と は 、 離 間 状 に 配 置 さ れ る と 共 に こ の 離 間 空 間 内  
に は 補 強 部 材 が 配 さ れ て い て も よ い が 、 こ の 態 様 に お け る 補 強 部 材 は 、 躯 体 側 か ら 延 出 し  
た 垂 木 等 の 外 装 材 支 持 部 材 で も よ い し 、 発 泡 系 の 断 熱 材 等 を 充 填 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す 本 発 明 の 建 築 物 の 軒 先 構 造 の 第 １ 実 施 例 は 、 縦 葺 き 外 装 材 で あ る 外 装 材 ９ Ａ  
に よ り 構 成 さ れ る 縦 葺 き 外 装 構 造 の 水 下 端 の 更 に 水 下 側 に 延 設 さ れ 、 上 部 支 持 部 材 １ Ａ と  
下 部 支 持 部 材 １ Ｂ と こ れ ら の 両 支 持 部 材 １ Ａ ， １ Ｂ を 連 結 す る 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ と か ら な  
る 。 こ れ ら の ３ つ の 支 持 部 材 １ Ａ ， １ Ｂ ， １ Ｃ は 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に ボ ル ト 等 の 締  
着 部 材 １ ｄ に て 一 体 的 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 第 １ 実 施 例 に お け る 外 装 材 ９ Ａ は 、 流 れ 方 向 に 連 続 す る 長 尺 材 で あ っ て 、 下 地 材 （  
野 地 材 ） ６ ｆ 上 に 所 定 間 隔 に て 固 定 さ れ た 保 持 部 材 ９ ｂ に 弾 性 的 に 保 持 さ れ る 縦 葺 き 外 装  
材 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 略 平 坦 状 の 面 板 部 ９ １ の 左 右 に 上 方 へ 突 出 す る 隆 状 係  
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合 部 を ９ ３ を 介 し て 側 縁 成 形 部 ９ ２ ， ９ ２ ' を 有 す る 構 成 で あ り 、 各 成 形 部 ９ ２ ， ９ ２ ' に  
は 保 持 部 材 ９ ｂ に 弾 性 的 に 係 合 す る 係 合 部 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 一 方 の 側 縁 成 形 部 ９ ２ に  
他 方 の 側 縁 成 形 部 ９ ２ ' が オ ー バ ー ハ ン グ 状 に 重 合 す る と 共 に 係 合 す る 構 成 で あ る 。
　 こ の 外 装 材 ９ Ａ を 下 地 材 ６ ｆ に 取 り 付 け る た め の 保 持 部 材 ９ ｂ は 、 左 右 に 起 立 部 を 有 し  
て そ の 内 側 に ビ ス ９ ｃ を 打 ち 込 ん で 下 地 材 ６ ｆ を 貫 通 し て 躯 体 ６ ｅ に 固 定 す る 固 定 部 が 設  
け ら れ 、 略 中 央 に 外 装 材 ９ Ａ の 各 成 形 部 ９ ２ ， ９ ２ ' の 裏 面 を 支 持 す る 支 持 部 分 が 形 成 さ れ  
た 左 右 対 称 の 部 材 で あ っ て 、 長 さ 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 長 さ が 異 な る ピ ー ス 状 の 保 持 部 材 ９  
ｂ ' も 併 用 し て い る 。
　 な お 、 こ れ ら の 外 装 材 ９ Ａ や 保 持 部 材 ９ ｂ か ら 構 成 さ れ る 外 装 構 造 の 水 下 端 に は 、 図 中  
に 符 号 ９ ｄ で 示 さ れ る 端 部 納 め 材 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 外 装 材 ９ Ａ に て 形 成 さ れ る 外 装 構 造 は 、 鋼 材 等 に て 形 成 さ れ る 縦 母 屋 ６  
ａ の 上 端 に 屋 根 裏 面 側 へ 延 在 す る 横 母 屋 ６ ｂ 、 及 び 軒 先 側 へ 延 在 す る 軒 先 母 屋 ６ ｃ が 一 体  
的 に 固 定 さ れ 、 前 記 横 母 屋 ６ ｂ 及 び 軒 先 母 屋 ６ ｃ に は Ｌ 字 材 ６ ｄ を 介 し て Ｃ 形 鋼 か ら な る  
躯 体 ６ ｅ が 桁 行 き 方 向 に 延 在 す る よ う に 固 定 さ れ 、 該 躯 体 ６ ｅ 上 に は 木 毛 セ メ ン ト 板 等 か  
ら な る 下 地 材 （ 野 地 材 ） ６ ｆ が 敷 設 さ れ て い る 。 こ の 下 地 材 ６ ｆ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ  
う に 流 れ 方 向 に 長 尺 な 断 面 略 ハ ッ ト 状 の 支 持 材 ６ ｇ （ 及 び 溝 状 材 ６ ｈ ） を 介 し て 連 続 す る  
下 地 層 を 形 成 し 、 最 も 水 下 側 の 下 地 材 ６ ｆ ｚ は 水 下 側 へ 長 く 延 在 し て い る 。 ま た 、 前 記 支  
持 材 ６ ｇ も 水 下 側 へ 長 く 延 在 し て い る 。 そ し て 、 前 記 縦 母 屋 ６ ａ の 外 側 に は 、 鋼 材 類 を 介  
し て 外 壁 ６ ｋ が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 軒 先 母 屋 ６ ｃ の 裏 面 側 に 前 記 縦 母 屋 ６ ａ か ら 略 水 平 状  
に 延 在 す る よ う に 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ が 配 設 さ れ 、 こ の 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ の 下 面 に 軒 天 部 材  
（ 軒 先 天 井 材 ） ３ Ａ が 吊 設 状 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ は 、 外 装 構 造 か ら 水 下 側 へ 延 設 さ れ 、 そ の 上 面 に 前 記 外 装 材 ９ Ａ  
の 更 に 水 下 側 に 配 設 さ れ る 軒 先 外 装 材 ４ が 沿 設 さ れ る も の で あ り 、 外 装 構 造 を 支 持 す る 支  
持 材 ６ ｇ を 水 下 側 へ 長 く 延 出 し た も の と 一 体 的 に 接 続 （ 連 結 ） さ れ て い る 。 こ の 上 部 支 持  
部 材 １ Ａ の 水 下 端 に は 、 そ の 水 下 端 が 下 方 へ 折 曲 さ れ た 取 付 補 助 材 １ ｆ が 取 り 付 け ら れ て  
い る 。
　 こ の 上 部 支 持 部 材 １ Ａ と 支 持 材 ６ ｇ と の 接 続 は 、 前 述 の よ う に 支 持 材 ６ ｇ が 断 面 略 ハ ッ  
ト 状 に 成 形 し て い る の で 、 例 え ば 上 部 支 持 部 材 １ Ａ を 角 型 パ イ プ 材 と す れ ば 、 前 記 支 持 材  
６ ｇ に 上 部 支 持 部 材 １ Ａ を 内 包 状 に 組 み 付 け る こ と が で き 、 締 着 し て 強 固 に 接 続 （ 連 結 ）  
す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 こ の 上 部 支 持 部 材 １ Ａ は 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 水 上 側 の 端 部 を 躯 体 ６ ｉ に 取  
り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ は 、 前 述 の よ う に そ の 下 方 に 軒 天 部 材 ３ を 吊 設 す る た め の 部 材 で  
あ っ て 、 略 水 平 状 に 配 設 さ れ て お り 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ と は 、 軒 先 側 の 先 端 が 締 着 部  
材 １ ｄ に て 連 結 さ れ て い る 。
　 ま た 、 こ の 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 建 築 物 側 の 端 部 を 縦 母 屋 ６ ａ  
に Ｌ 字 材 で あ る 補 助 部 材 ６ ｊ を 介 し て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 連 絡 支 持 材 １ Ｃ は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ と 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ と を 接 続 （ 連 絡  
） す る も の で あ っ て 、 詳 し く は 両 支 持 部 材 １ Ａ ． １ Ｂ の 長 さ の 途 中 部 分 を 締 着 部 材 １ ｄ ，  
１ ｄ に て 連 結 す る も の で あ り 、 傾 斜 状 に 配 さ れ る よ う に 組 み 付 け ら れ て い る 。 こ の 連 絡 支  
持 部 材 １ Ｃ は 、 長 さ 調 整 可 能 な 二 部 材 か ら な り 、 さ ら に 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 符 号 １ ｅ  
に て 示 し た 補 助 部 材 に て 躯 体 ６ ｌ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 軒 先 外 装 材 ４ は 、 前 述 の よ う に 上 部 支 持 部 材 １ Ａ の 上 面 に 沿 設 さ れ る も の で あ っ て  
、 略 平 坦 状 の 面 板 部 の 水 上 端 が 前 記 外 装 材 ９ Ａ の 裏 面 側 の 水 下 端 付 近 に 固 定 さ れ 、 前 記 面  
板 部 の 水 下 部 分 が 前 記 取 付 補 助 材 １ ｆ の 上 面 に 沿 い 、 そ の 水 下 端 が 折 り 下 げ ら れ 、 そ の 下  
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端 を 内 側 へ 折 り 返 し て 係 合 部 を 形 成 し て い る 。 こ の 取 付 補 助 材 １ ｆ は 、 前 記 上 部 支 持 部 材  
１ Ａ の 水 下 端 の 上 面 に 沿 設 状 に 固 定 さ れ 、 そ の 水 下 端 が 折 り 下 げ ら れ た 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 軒 天 部 材 ３ Ａ は 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ の 裏 面 及 び 軒 先 裏 面 を 被 覆 す る 略 平 坦 状 の  
化 粧 面 部 を 有 す る 部 材 で あ っ て 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ の 裏 面 側 に 吊 設 さ れ 、 建 築 物 側 の  
端 部 は 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ の 裏 面 に ビ ス 止 め さ れ 、 軒 先 側 の 端 部 は 前 記 軒 先 外 装 材 ４ の  
水 下 端 と 重 合 す る と 共 に 係 合 部 に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 図 示 し て い な い が 、 前 記 重 合 部 分 に 、 上 方 か ら ビ ス 等 の 締 着 具 を 打 ち 込 む こ と に  
よ り 、 こ れ ら の 軒 天 部 材 ３ と 軒 先 外 装 材 ４ と を 一 体 的 に 強 固 に 取 り 付 け る よ う に し て も よ  
い 。
　 ま た 、 前 記 軒 先 外 装 材 ４ の 水 下 端 に は 取 付 補 助 材 １ ｆ が 固 定 さ れ て い る が 、 こ の 取 付 補  
助 材 １ ｆ は 、 前 記 重 合 部 分 に 介 在 し て 両 者 の 取 付 安 定 性 を 向 上 す る 作 用 を 施 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 部 材 に よ り 構 築 さ れ て い る 本 発 明 の 建 築 物 の 軒 先 下 地 構 造 は 、 上 部 支 持 部 材  
１ Ａ と 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ と 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ と の ３ つ の 支 持 部 材 を 合 計 ３ つ の 締 着 部 材 １  
ｄ に て 一 体 的 に 連 結 し た も の で あ り 、 ３ つ 支 持 部 材 １ Ａ ， １ Ｂ ， １ Ｃ の う ち の 少 な く と も  
一 つ が 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 外 装 構 造 の 水 下 側 に 容 易 に 且 つ 強 固 に 一 体 化 さ せ  
た 構 造 で あ る 。 特 に こ の 第 １ 実 施 例 で は 、 ３ つ の 支 持 材 の 全 て が 躯 体 （ ６ ｉ ， ６ ｊ ， ６ ｌ  
） に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 極 め て 安 定 性 及 び 強 度 が 高 い 構 造 で あ る 。 そ し て 、 こ の 軒  
先 下 地 構 造 の 上 面 に 固 定 さ れ る 軒 先 外 装 材 ４ や 軒 天 部 材 ３ に て 形 成 さ れ る 軒 先 外 装 構 造 は  
、 通 常 の 一 般 屋 根 に 比 べ て 先 端 が シ ャ ー プ な 先 鋭 な 印 象 を 受 け る 屋 根 で あ り 、 該 軒 先 に よ  
り 所 定 領 域 の 雨 避 け や 日 光 避 け の 庇 （ ひ さ し ） と し て 有 効 利 用 す る 空 間 を 形 成 す る こ と も  
可 能 で あ る 。
　 こ の よ う に 本 発 明 で は 、 取 付 施 工 が 容 易 で あ っ て 、 意 匠 性 に 富 ん だ 、 デ ザ イ ン 性 に 優 れ  
た 軒 先 構 造 と す る た め の 下 地 構 造 と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す 第 ２ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 で は 、 そ の 上 面 に 軒 先 外 装 材 ４ I I を 支 持 す  
る 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 2 は 、 複 数 の 横 葺 き 外 装 材 ９ I I よ り 形 成 さ れ る 横 葺 き 外 装 構 造 の 支 持 部  
材 を 兼 ね 、 断 面 略 ハ ッ ト 状 の 長 尺 材 で あ る 。 ま た 、 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 は 、 前 記 横 葺 き 外 装  
構 造 の 裏 面 側 に 略 水 平 状 に 配 設 さ れ 、 そ の 下 面 に 軒 天 部 材 ３ I I を 固 定 す る 部 材 で あ っ て 、  
断 面 略 ハ ッ ト 状 の 長 尺 材 で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 2 は 、 そ れ ら を 連 結  
す る 短 尺 状 の 板 状 材 で あ っ て 、 Ｃ 型 鋼 で あ る 躯 体 ６ ｍ に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ 実 施 例 と 同 様  
に 合 計 ３ つ の 締 着 部 材 １ ｄ に て 一 体 的 に 連 結 さ れ て い る 。
　 こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 前 述 の よ う に 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 2 と 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 と し て 共 通  
す る 部 材 （ 断 面 略 ハ ッ ト 状 の 長 尺 材 ） を 併 用 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 に お け る 軒 先 外 装 材 ４ I I と 軒 天 部 材 ３ I I と は 、 図 ２ （ ｂ ） ， （ ｃ ） に そ  
れ ぞ れ 拡 大 し て 示 す 通 り で あ っ て 前 記 第 １ 実 施 例 と 略 同 様 で あ る 。
　 軒 先 外 装 材 ４ I I は 、 略 平 坦 状 の 面 板 部 ４ １ の 水 上 端 ４ ２ が 最 も 水 下 側 の 外 装 材 ９ I I Ｚ の  
裏 面 側 の 水 下 端 付 近 に 固 定 さ れ 、 前 記 面 板 部 ４ １ の 水 下 部 分 が 前 記 取 付 補 助 材 １ ｆ 2 の 上 面  
に 沿 い 、 そ の 水 下 端 ４ ３ が 折 り 下 げ ら れ 、 そ の 下 端 に 折 り 返 し 係 合 部 を 形 成 し て い る 。
　 軒 天 部 材 ３ I I は 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 の 裏 面 及 び 軒 先 裏 面 を 被 覆 す る 略 平 坦 状 の 化 粧  
面 部 ３ １ ， ３ ２ を 有 し 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 の 裏 面 側 に 吊 設 状 に 固 定 さ れ 、 軒 先 側 の 端  
部 ３ ３ は 前 記 軒 先 外 装 材 ４ I I の 水 下 端 と 重 合 す る と 共 に 係 合 部 に 係 合 し て い る 。 な お 、 こ  
の 軒 天 部 材 ３ I I の 化 粧 面 部 ３ １ ， ３ ２ は 、 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 の 裏 面 側 に 沿 う 部 分 を 化 粧 面  
部 ３ １ と し 、 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 2 の 裏 面 側 に 沿 う 部 分 を 化 粧 面 部 ３ ２ と し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す 取 付 補 助 材 １ ｆ 2 は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 2 の 水 下 端 の 上 面 に  
固 定 さ れ 、 そ の 水 下 端 が 折 り 下 げ ら れ た 形 状 で あ る と い う 点 で は 前 記 第 １ 実 施 例 と 同 様 で  
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あ る が 、 水 上 側 が 開 放 す る 略 コ 状 の 取 付 部 分 が 形 成 さ れ 、 安 定 に 上 部 支 持 部 材 １ Ａ の 水 下  
端 に 取 り 付 け る こ と が で き る 構 成 で あ る 。
　 ま た 、 図 ２ （ ａ ） に お け る ９ ｂ i i は 横 葺 き 外 装 材 で あ る 外 装 材 ９ I I を 保 持 す る 保 持 部 材 （  
吊 子 ） で あ り 、 ９ ｃ i i は 外 装 材 ９ I I の 裏 面 側 に 添 装 さ れ た 裏 貼 り 材 で あ り 、 ９ ｄ i i は バ ッ ク  
ア ッ プ 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 、 前 記 第 ２ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 の 上 に 異 な る 軒 先 構 造 を 取 り 付 け た 例 で あ り 、  
下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 の 裏 面 及 び 軒 先 裏 面 を 被 覆 す る 軒 天 部 材 ３ I V 以 外 は 、 前 述 の 通 り で あ  
っ て 、 図 面 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
　 こ の 例 に お け る 軒 天 部 材 ３ I V は 、 図 ３ （ ｂ ） に 拡 大 し て 示 す よ う に 軒 先 端 側 に 配 設 さ れ  
る 第 １ 部 材 ３ I V ａ と 、 そ の 建 築 物 側 に 連 続 的 に 複 数 が 配 設 さ れ る 第 ２ 部 材 ３ I V ｂ と か ら な  
る 。
　 前 記 第 １ 部 材 ３ I V ａ は 、 取 付 補 助 材 １ ｆ 2 等 へ の 取 付 形 状 を 有 す る 構 成 で あ る 。
　 ま た 、 前 記 第 ２ 部 材 ３ I V ｂ は 、 そ の 裏 面 側 に 部 分 的 に 薄 肉 部 分 を 備 え る 断 熱 材 ３ I V ｃ が  
そ れ ぞ れ に 配 設 さ れ 、 一 方 の 側 端 に 下 面 側 が 開 放 す る 略 溝 状 の 収 容 部 ３ ９ と 、 他 方 の 側 端  
を 側 方 か ら 挿 入 状 に 係 合 可 能 な 係 合 溝 ３ ８ と を 有 す る 構 成 で あ り 、 ボ ル ト 等 の 固 定 具 ３ I V  
ｄ に て 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 2 の 裏 面 側 に 、 前 記 第 １ 部 材 ３ I V ａ や 複 数 の 第 ２ 部 材 ３ I V ｂ  
や 断 熱 材 ３ I V ｃ を 一 体 的 に 固 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 前 記 収 容 部 ３ ９ に は 前 記 固 定 具  
３ I V ｄ の 頭 部 が 収 容 さ れ 、 該 頭 部 を 含 め て 収 容 部 ３ ９ の 開 放 部 分 は 、 前 記 係 合 溝 ３ ８ に 他  
方 の 側 端 を 係 合 し た こ と で 覆 わ れ 、 裏 面 側 か ら 見 上 げ て も 露 出 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ （ ａ ） に 示 す 第 ３ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 で は 、 そ の 上 面 に 軒 先 外 装 材 ４ I I を 支 持 す  
る 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 3 は 、 複 数 の 横 葺 き 外 装 材 ９ I I よ り 形 成 さ れ る 横 葺 き 外 装 構 造 の 支 持 部  
材 を 兼 ね る 点 で 前 記 第 ２ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 3 は 、 前 記 横 葺 き 外  
装 構 造 の 裏 面 側 に 略 水 平 状 に 配 設 さ れ る 点 で 前 記 第 ２ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。 さ ら に 、 連 絡
支 持 部 材 １ Ｃ 3 は 、 そ れ ら を 連 結 す る 短 尺 状 の 板 状 材 で あ る 点 で 前 記 第 ２ 実 施 例 と 同 様 で あ  
る 。
　 そ し て 、 前 記 第 １ 実 施 例 及 び 前 記 第 ２ 実 施 例 と 同 様 に 合 計 ３ つ の 締 着 部 材 １ ｄ に て 一 体  
的 に 連 結 さ れ て い る 。 な お 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 3 は 、 軒 先 躯 体 ６ ｎ に 一 体 的 に 固 定 さ れ  
た 躯 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 第 ３ 実 施 例 で は 、 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 3 と 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 3 と が 先 鋭 な 角 度 を 形 成 す  
る よ う に 組 み 付 け ら れ て い る 点 で 前 記 第 ２ 実 施 例 と は 相 違 す る が 、 前 述 の よ う に ３ つ の 支  
持 部 材 １ Ａ 3 ， １ Ｂ 3 ， １ Ｃ 3 も 、 軒 先 外 装 材 ４ I I や 横 葺 き 外 装 材 ９ I I 等 の 部 材 は 前 記 第 ２ 実  
施 例 と 共 通 す る 部 材 が 多 い 。 な お 、 こ の 第 ３ 実 施 例 に て 用 い た 軒 天 部 材 ３ I I ' は 、 略 平 坦 状  
（ コ シ 折 れ 部 が な い ） 化 粧 面 部 ３ ２ ' が 形 成 さ れ て い る 以 外 は 前 記 第 ２ 実 施 例 に お け る 軒 天  
部 材 ３ I I と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 参 考 例 の 軒 先 下 地 構 造 で も 、 用 い た 部 材 は 前 記 第 ２ 実 施 例 と 共 通 す る  
部 材 が 多 く 、 図 面 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る が 、 こ の 横 葺 き 外 装 構 造 を 支 持 す る  
支 持 部 材 ９ ｅ の 水 下 端 に 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 4 を 一 体 的 に 連 結 （ 接 続 し ） し て お り 、 支 持 部 材  
９ ｅ の 配 設 角 度 と 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 4 の 配 設 角 度 と は 、 異 な る 傾 斜 角 度 を 形 成 し て い る 。 ま  
た 、 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 4 に つ い て も 、 略 水 平 状 で は な く 前 記 屋 根 勾 配 と は 逆 方 向 に 傾 斜 状 に  
配 設 さ れ て い る 。
　 な お 、 前 記 上 部 支 持 部 材 と し て は 、 符 号 １ Ａ 4 を 付 し た 部 材 に 加 え 、 横 葺 き 外 装 構 造 の 支  
持 部 材 ９ ｅ も 併 せ て 上 部 支 持 部 材 と 見 な す こ と が で き る 。 そ の た め 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 １  
Ｃ 4 に つ い て は 、 図 面 の 左 側 に 位 置 す る 部 材 の み な ら ず 、 右 側 に 配 置 さ れ て い る 部 材 も 連 絡
支 持 部 材 と し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 参 考 例 で は 、 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 4 も 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 4 も 複 数 部 材 か ら 構 成 さ  
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れ る も の と し た の で 、 そ れ ら を 連 結 す る 締 着 部 材 １ ｄ は 、 合 計 ５ 箇 所 に 設 け ら れ て い る 。  
し た が っ て 、 連 結 箇 所 が 増 加 し て 一 体 化 強 度 が 向 上 す る 。 な お 、 こ の 参 考 例 に て 用 い た 軒  
先 外 装 材 ４ I I 及 び 軒 天 部 材 ３ I I は 、 配 設 角 度 が そ れ ぞ れ 異 な る も の の 、 前 記 第 ２ 実 施 例 と  
全 く 同 一 の 部 材 で あ る か ら 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ に 示 す 第 ４ 実 施 例 の 軒 先 下 地 構 造 で は 、 そ の 上 面 に 軒 先 外 装 材 ４ I I I を 支 持 す る 上 部  
支 持 部 材 １ Ａ 5 が 、 複 数 の 横 葺 き 外 装 材 ９ I I I よ り 形 成 さ れ る 横 葺 き 外 装 構 造 の 支 持 部 材 を  
兼 ね る 点 で 前 記 第 ２ 実 施 例 や 前 記 第 ３ 実 施 例 と 同 様 で あ る が 、 こ の 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 5 は 断  
面 略 ハ ッ ト 状 の 長 尺 材 で あ っ て 、 最 も 水 下 側 の 外 装 材 ９ I I I Ｚ の 水 下 側 に て 異 な る 傾 斜 角 度  
（ １ ７ ° か ら ８ ° へ ） に コ シ 折 れ し て い る 。 ま た 、 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 5 は 、 前 記 横 葺 き 外 装  
構 造 の 裏 面 側 に 略 水 平 状 に 配 設 さ れ る 点 で 前 記 第 ２ 実 施 例 及 び 第 ３ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。  
さ ら に 、 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 5 は 、 そ れ ら を 連 結 す る 短 尺 状 の 板 状 材 で あ る 点 で 前 記 第 ２ 実 施  
例 及 び 第 ３ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。
　 そ し て 、 前 記 第 １ 実 施 例 及 び 前 記 第 ２ 実 施 例 と 同 様 に 合 計 ３ つ の 締 着 部 材 １ ｄ に て 一 体  
的 に 連 結 さ れ て い る 。 な お 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 5 は 躯 体 ６ ｅ 等 に 一 体 的 に 固 定 さ れ 、 前  
記 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 5 は 躯 体 ６ ｏ に 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る た め 、 こ れ ら の 支 持 部 材 １ Ａ 5
， １ Ｂ 5 ， １ Ｃ 5 か ら な る 軒 先 下 地 構 造 は 、 外 装 構 造 の 水 下 側 に 容 易 に 且 つ 強 固 に 一 体 化 さ  
せ た 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 第 ４ 実 施 例 で は 、 横 葺 き 外 装 構 造 を 構 成 す る 外 装 材 ９ I I I と し て 前 述 の よ う に 横 葺 き  
外 装 材 を 用 い 、 こ の 外 装 材 ９ I I I を 保 持 す る 保 持 部 材 （ 吊 子 ） ９ ｂ i i i 、 前 記 外 装 材 ９ I I I の  
裏 面 側 に 添 装 さ れ た 裏 貼 り 材 ９ ｃ i i i を 用 い た 。
　 ま た 、 軒 先 外 装 材 ４ I I I と し て は 、 面 板 部 ４ １ ' の 水 上 付 近 が 異 な る 角 度 に 折 れ 曲 が っ た 以  
外 は 前 記 第 ２ 実 施 例 の 軒 先 外 装 材 ４ I I と 同 様 で あ る 。
　 さ ら に 、 軒 天 部 材 ３ I I I と し て は 、 軒 先 端 側 に 配 設 さ れ る 、 前 記 第 ２ 実 施 例 に お け る 軒 天  
部 材 ３ I I に お け る 取 付 補 助 材 １ ｆ 2 等 へ の 取 付 部 を 有 す る 第 １ 部 材 ３ I I I ａ と 、 そ の 建 築 物  
側 に ４ 枚 が 連 続 的 に 配 設 さ れ る 第 ２ 部 材 ３ I I I ｂ と 、 更 に そ の 建 築 物 側 に ３ 枚 が 連 続 的 に 配  
設 さ れ る 第 ３ 部 材 ３ I I I ｃ と か ら な る 。 な お 、 第 ２ 部 材 ３ I I I ｂ と 第 ３ 部 材 ３ I I I ｃ と は 、 何  
れ も 中 央 面 板 部 に 厚 肉 の 断 熱 材 ３ I I I ｄ を 載 置 す る 構 成 で あ っ て 、 第 ２ 部 材 ３ I I I ｂ の 方 が 第  
３ 部 材 ３ I I I ｃ よ り も 僅 か に 面 板 部 が 長 い 。 ま た 、 各 第 ２ 部 材 ３ I I I ｂ 及 び 各 第 ３ 部 材 ３ I I I  
ｃ は 、 図 中 に 一 点 鎖 線 に て 示 す 位 置 に 前 記 図 ３ に 示 し た 第 ２ 実 施 例 に お け る 固 定 具 ３ I V ｄ  
と 同 様 の 固 定 具 を 打 ち 込 ん で 前 記 断 熱 材 ３ I I I ｄ も 含 め て 一 体 的 に 前 記 下 側 支 持 部 材 １ Ｂ 5
の 裏 面 側 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ に 示 す 第 １ 参 考 例 の 軒 先 下 地 構 造 で は 、 そ の 上 面 に 軒 先 外 装 材 ４ Ｉ Ｖ の 一 部 を 支 持  
す る 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 6 は 、 複 数 の 横 葺 き 外 装 材 ９ Ｉ Ｉ よ り 形 成 さ れ る 横 葺 き 外 装 構 造 の 支  
持 部 材 を 兼 ね る の で 、 屋 根 勾 配 に 略 平 行 状 に 水 下 側 へ 延 出 し て い る 。 ま た 、 そ の 下 面 に 軒  
天 部 材 ３ Ｖ を 支 持 す る と 共 に そ の 上 面 に 軒 先 外 装 材 ４ Ｉ Ｖ の 一 部 を 支 持 す る 下 部 支 持 部 材  
１ Ｂ 6 は 、 大 き く 反 り 返 る よ う に 湾 曲 し て い る 部 材 で あ り 、 そ の 先 端 に は 取 付 補 助 材 １ ｆ 3
が 取 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 そ れ ら を 繋 ぐ 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 6 は 、 略 鉛 直 状 に 配 設 さ れ  
て い る 。
　 そ し て 、 前 述 の よ う に 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 6 は 横 葺 き 外 装 構 造 の 支 持 部 材 を 兼 ね て い る  
の で 、 図 示 す る 躯 体 ６ ｐ や そ れ 以 外 の 躯 体 等 に 固 定 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 6 は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 6 及 び 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 6
の そ れ ぞ れ の 長 さ の 中 程 を 締 着 部 材 １ ｄ に て 連 結 し て お り 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 6 と 前 記  
下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 6 と は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 6 の 先 端 と 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 6 の 軒 先  
付 近 と 締 着 部 材 １ ｄ に て 連 結 し 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 6 の 軒 先 端 が 突 出 状 に 配 設 さ れ る よ  
う に 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 第 １ 参 考 例 に お け る 軒 先 外 装 材 ４ Ｉ Ｖ は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 6 の 上 面 に 沿 う 水 上  
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部 分 と 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 6 の 上 面 に 沿 う 水 下 部 分 と を 有 し 、 こ れ ら の 水 上 部 分 と 水 下 部  
分 と は 浅 い Ｖ 字 状 の 排 水 溝 を 形 成 す る よ う に 谷 折 れ し た 形 状 を 有 す る 第 ２ 部 材 ４ Ｉ Ｖ ｂ と  
、 そ の 軒 先 側 に 配 設 さ れ る 第 １ 部 材 ４ Ｉ Ｖ ａ と 、 そ れ ら ４ Ｉ Ｖ ａ ， ４ Ｉ Ｖ ｂ を 連 結 す る 連  
結 具 ４ Ｉ Ｖ ｃ と か ら な る 。
　 こ の 第 １ 参 考 例 に お け る 軒 天 部 材 ３ Ｖ は 、 前 記 図 ３ の 第 ２ 実 施 例 に 用 い た 軒 天 部 材 ３ Ｉ  
Ｖ を 大 き く 反 り 返 る よ う に 湾 曲 さ せ た 化 粧 面 を 形 成 す る 複 数 の 第 ２ 部 材 ３ Ｖ ｂ 、 そ の 軒 先  
側 に 配 設 さ れ る 第 １ 部 材 ３ Ｖ ａ と 、 そ れ ら を 連 絡 す る 第 ３ 部 材 ３ Ｖ ｃ と か ら な り 、 図 中 、  
３ Ｖ ｄ 及 び ３ Ｖ ｅ は そ れ ら を 連 結 す る 連 絡 具 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 前 記 取 付 補 助 材 １ ｆ 3 は 、 水 上 側 が 開 放 す る 略 コ 状 の 取 付 部 分 が 形 成 さ れ 、 前 記 下  
部 支 持 部 材 １ Ｂ 6 の 軒 先 端 に 固 定 さ れ 、 そ の 上 面 に 前 記 軒 先 外 装 材 ４ I V の 第 １ 部 材 ４ I V ａ  
が 固 定 さ れ 、 そ の 下 面 に 前 記 軒 天 部 材 ３ V の 第 １ 部 材 ３ V ａ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 第 １ 参 考 例 で は 、 前 述 の よ う に 浅 い Ｖ 字 状 の 排 水 溝 が 形 成 さ れ 、 符 号 Ｗ で 示 す 雨 水  
を 貯 留 、 排 水 す る こ と が で き る 。
　 こ の 雨 水 Ｗ の よ う に 上 方 か ら 正 荷 重 が 作 用 す る よ う な 軒 先 構 造 で あ っ て も 、 堅 牢 で 強 固  
な 軒 先 構 造 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ に 示 す 第 ２ 参 考 例 の 軒 先 下 地 構 造 で は 、 そ の 上 面 に 軒 先 外 装 材 ４ Ｖ の 一 部 を 支 持 す  
る 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 7 は 、 複 数 の 横 葺 き 外 装 材 ９ Ｉ Ｉ よ り 形 成 さ れ る 横 葺 き 外 装 構 造 の 支 持  
部 材 を 兼 ね る の で 、 屋 根 勾 配 に 略 平 行 状 に 水 下 側 へ 延 出 し て い る 。 ま た 、 そ の 下 面 に 軒 天  
部 材 ３ Ｖ Ｉ を 支 持 す る 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 7 は 、 略 水 平 状 に 配 設 さ れ る 部 材 で あ り 、 そ の 先 端  
に は 略 Ｗ 字 状 の 取 付 補 助 材 １ ｆ 4 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 そ れ ら を 繋 ぐ 連 絡 支 持 部  
材 １ Ｃ 7 ， １ Ｃ 7 ’ は 、 複 数 配 設 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 前 述 の よ う に 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 7 は 横 葺 き 外 装 構 造 の 支 持 部 材 を 兼 ね て い る  
の で 、 図 示 す る 躯 体 ６ ｑ や そ れ 以 外 の 躯 体 等 に 固 定 さ れ 、 前 記 二 つ の 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 7 ，  
１ Ｃ 7 ’ も 躯 体 ６ ｑ に 固 定 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 連 絡 支 持 部 材 １ Ｃ 7 ， １ Ｃ 7 ’ は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 7 及 び 前 記 下 部 支 持 部  
材 １ Ｂ 7 の そ れ ぞ れ の 長 さ の 中 程 を 締 着 部 材 １ ｄ に て 連 結 し て お り 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ
7 と 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 7 と は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 7 の 先 端 と 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 7
の 軒 先 付 近 と 締 着 部 材 １ ｄ に て 連 結 し 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 7 の 軒 先 端 が 突 出 状 に 配 設 さ  
れ る よ う に 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 第 ２ 参 考 例 に お け る 軒 先 外 装 材 ４ Ｖ は 、 前 記 上 部 支 持 部 材 １ Ａ 7 の 上 面 に 沿 う 水 上 部  
分 と 前 記 下 部 支 持 部 材 １ Ｂ 7 の 上 面 に 沿 う 水 下 部 分 と 更 に 水 下 端 を 立 ち 上 げ た 側 面 部 と を 有  
し 、 こ れ ら の 水 上 部 分 と 水 下 部 分 と で 上 方 が 開 放 す る 浅 い 溝 状 部 が 形 成 さ れ る 第 ２ 部 材 ４  
Ｖ ｂ と 、 そ の 軒 先 側 に 配 設 さ れ る 第 １ 部 材 ４ Ｖ ａ と か ら な る 。
　 こ の 第 ２ 参 考 例 に お け る 軒 天 部 材 ３ Ｖ Ｉ は 、 前 記 図 ３ の 第 ２ 実 施 例 に 用 い た 軒 天 部 材 ３  
Ｉ Ｖ と ほ ぼ 同 様 の 化 粧 面 を 形 成 す る 複 数 の 第 ２ 部 材 ３ Ｖ Ｉ ｂ と 、 そ の 軒 先 側 に 配 設 さ れ る  
第 １ 部 材 ３ Ｖ Ｉ ａ と か ら な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 前 記 取 付 補 助 材 １ ｆ 4 は 、 前 述 の よ う に 略 Ｗ 字 状 に 成 形 さ れ 、 前 記 下 部 支 持 部 材 １  
Ｂ 7 の 軒 先 端 に 配 設 さ れ 、 そ の 上 面 に 前 記 軒 先 外 装 材 ４ V の 第 １ 部 材 ４ V ａ が 固 定 さ れ 、 そ  
の 下 面 に 前 記 軒 天 部 材 ３ V Ｉ の 第 １ 部 材 ３ V I ａ が 配 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 第 ２ 参 考 例 で は 、 前 述 の よ う に 浅 い 溝 状 部 が 形 成 さ れ 、 雨 水 を 貯 留 、 排 水 す る こ と  
が で き る 。
　 こ の 雨 水 の よ う に 上 方 か ら 正 荷 重 が 作 用 す る よ う な 軒 先 構 造 で あ っ て も 、 堅 牢 で 強 固 な  
軒 先 構 造 を 維 持 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ Ａ ， １ Ａ 2 ， １ Ａ 3 ， １ Ａ 4 ， １ Ａ 5 ， １ Ａ 6 ， １ Ａ 7   上 部 支 持 部 材
　 １ Ｂ ， １ Ｂ 2 ， １ Ｂ 3 ， １ Ｂ 4 ， １ Ｂ 5 ， １ Ｂ 6 ， １ Ｂ 7   下 部 支 持 部 材
　 １ Ｃ ， １ Ｃ 2 ， １ Ｃ 3 ， １ Ｃ 4 ， １ Ｃ 5 ， １ Ｃ 6 ， １ Ｃ 7   連 絡 支 持 部 材
　 １ ｄ   締 着 部 材
　 １ ｆ ， １ ｆ 2 ， １ ｆ 3 ， １ ｆ 4   取 付 補 助 材
　 １ ｅ   補 助 部 材
　 ３ ， ３ I I ， ３ I I I ， ３ I V ， ３ V ， ３ V I   軒 天 部 材
　 ４ ， ４ I I ， ４ I I I ， ４ I V ， ４ V   軒 先 外 装 材
　 ９ ， ９ I I ， ９ I I I   外 装 材
　 ９ I I Ｚ   最 も 水 下 側 に 位 置 す る 外 装 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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